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第3章　諸手当関係（超過勤務手当等）


10　超過勤務手当等
○　概要
 (1)　超過勤務手当とは、正規の勤務時間を超えて勤務を命ぜられた職員及びあらかじめ割振られた１週間の正規の勤務時間を超えて勤務することを命ぜられた職員に、休日給とは、休日において、正規の勤務時間中に勤務することを命ぜられた職員に支給される手当である。
(2)　支給額は、その勤務１時間につき、勤務１時間当たりの給与額に次に掲げる勤務の区分に応じて定める割合を乗じて得た額である。
	区　　　　　　　　分
	支給割合

	
	月当たり60時間まで
	月当たり60時間超

	超過勤務手当
	ア　正規の勤務時間が割り振られた日（休日給が支給されることとなる日を除く。）
	①正規の勤務時間外の勤務（5:00～22:00）
	125/100
	150/100

	
	
	②正規の勤務時間外の勤務（22:00～5:00）
	150/100
	175/100

	
	イ　上記以外の日
	①正規の勤務時間外の勤務（5:00～22:00）
	135/100
	150/100

	
	
	②正規の勤務時間外の勤務（22:00～5:00）
	160/100
	175/100

	
	ウ　あらかじめ割り振られた１週間の正規の勤務時間を超えて割り振られた正規の勤務時間
	25/100
	50/100

	休　　日　　給
	休日における正規の勤務時間内の勤務
	135/100

	
	（正規の勤務時間を超えて勤務した場合は、超過勤務手当が支給される。）


○ 関係法令

給与条例

(超過勤務手当)

第13条　正規の勤務時間を超えて勤務することを命ぜられた職員には、正規の勤務時間を超えて勤務した全時間に対して勤務1時間につき、第16条に規定する勤務1時間当たりの給与額に正規の勤務時間を超えてした次に掲げる勤務の区分に応じてそれぞれ100分の125から100分の150までの範囲内で人事委員会規則で定める割合(その勤務が午後10時から翌日の午前5時までの間である場合は、その割合に100分の25を加算した割合)を乗じて得た額を超過勤務手当として支給する。

一　正規の勤務時間が割り振られた日(次条の規定により正規の勤務時間中に勤務した職員に休日給が支給されることとなる日を除く。次項において同じ。)における勤務

二　前号に掲げる勤務以外の勤務

２　再任用短時間勤務職員が正規の勤務時間が割り振られた日において正規の勤務時間を超えてした勤務のうち、その勤務の時間とその勤務をした日における正規の勤務時間との合計が7時間45分に達するまでの間の勤務に対する前項の規定の適用については、同項中「正規の勤務時間を超えてした次に掲げる勤務の区分に応じてそれぞれ100分の125から100分の150までの範囲内で人事委員会規則で定める割合」とあるのは、「100分の100」とする。

３　第1項の規定に定めるもののほか、勤務時間条例第5条の規定により、あらかじめ勤務時間条例第3条第2項又は第4条の規定により割り振られた1週間の正規の勤務時間(この項から第5項までにおいて「割振り変更前の正規の勤務時間」という。)を超えて勤務することを命ぜられた職員には、割振り変更前の正規の勤務時間を超えて勤務した全時間に対して勤務1時間につき、第16条に規定する勤務1時間当たりの給与額に100分の25から100分の50までの範囲内で人事委員会規則で定める割合を乗じて得た額を超過勤務手当として支給する。

４　再任用短時間勤務職員が勤務時間条例第5条の規定により、割振り変更前の正規の勤務時間を超えてした勤務のうち、その勤務の時間と割振り変更前の正規の勤務時間との合計が38時間45分に達するまでの間の勤務については、前項の規定にかかわらず、超過勤務手当は、支給しない。

５　次の各号に掲げる時間の合計が1箇月について60時間を超えた職員には、その60時間を超えて勤務した全時間に対して、第1項(第2項の規定により読み替えて適用する場合を含む。)及び第3項の規定にかかわらず、勤務1時間につき、第16条に規定する勤務1時間当たりの給与額に、次の各号に掲げる時間に応じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額を超過勤務手当として支給する。

一　正規の勤務時間を超えて勤務することを命ぜられ、正規の勤務時間を超えてした勤務(勤務時間条例第3条第1項、第4条及び第5条の規定に基づく週休日における勤務のうち人事委員会規則で定める勤務を除く。)の時間　100分の150(その勤務が午後10時から翌日の午前5時までの間である場合は、100分の175)

二　第3項に規定する割振り変更前の正規の勤務時間を超えて勤務した時間(前項に規定する38時間45分に達するまでの間の勤務に係る時間を除く。)　100分の50

６　勤務時間条例第8条の3第1項に規定する超勤代休時間を指定された場合において、当該超勤代休時間に職員が勤務しなかつたときは、前項に規定する60時間を超えて勤務した全時間のうち当該超勤代休時間の指定に代えられた超過勤務手当の支給に係る時間に対しては、当該時間1時間につき、第16条に規定する勤務1時間当たりの給与額に、次の各号に掲げる時間に応じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額の超過勤務手当を支給することを要しない。

一　前項第1号に規定する時間　100分の150(その時間が午後10時から翌日の午前5時までの間である場合は、100分の175)から第1項に規定する人事委員会規則で定める割合(その時間が午後10時から翌日の午前5時までの間である場合は、その割合に100分の25を加算した割合)を減じた割合

二　前項第2号に規定する時間　100分の50から第3項に規定する人事委員会規則で定める割合を減じた割合

７　第2項に規定する7時間45分に達するまでの間の勤務に係る時間について前2項の規定の適用がある場合における当該時間に対する前項の規定の適用については、同項第1号中「第1項に規定する人事委員会規則で定める割合」とあるのは、「100分の100」とする。

 (休日給)

第14条　祝日法による休日等(勤務時間条例第3条第1項又は第4条の規定に基づき毎日曜日を週休日と定められている職員以外の職員にあつては、勤務時間条例第9条に規定する祝日法による休日が勤務時間条例第4条及び第5条の規定に基づく週休日に当たるときは、人事委員会規則で定める日)及び年末年始の休日等において、正規の勤務時間中に勤務することを命ぜられた職員には、正規の勤務時間中に勤務した全時間に対して勤務1時間につき、第16条に規定する勤務1時間当たりの給与額に100分の125から100分の150までの範囲内で人事委員会規則で定める割合を乗じて得た額を休日給として支給する。

(夜勤手当)

第15条　正規の勤務時間として午後10時から翌日の午前5時までの間に勤務する職員には、その間に勤務した全時間に対して勤務1時間につき、第16条に規定する勤務1時間当りの給与額の100分の25を夜勤手当として支給する。

(端数計算)

第15条の2　第12条の規定により勤務しない1時間につき減額する額を算定する場合において、当該額に、1円未満の端数を生じたときは、これを切り捨てるものとする。

２　第13条から前条までの規定により勤務1時間につき支給する超過勤務手当、休日給又は夜勤手当の額を算定する場合において、当該額に、1円未満の端数を生じたときは、これを1円に切り上げるものとする。

第15条の3　第12条から第15条までに規定する全時間に1時間未満の端数を生じた場合の取扱いについては、人事委員会規則で定める。

 (勤務1時間当たりの給与額の算出)

第16条　勤務1時間当たりの給与額は、給料の月額及び次に掲げる手当の月額(地域手当及び特地勤務手当の月額については、給料の月額に対する地域手当及び特地勤務手当の月額とする。)の合計額に12を乗じ、その額を1週間当たりの勤務時間に52を乗じたものから7時間45分(再任用短時間勤務職員にあつては、7時間45分に勤務時間条例第2条第3項の規定により定められたその者の勤務時間を同条第1項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た時間)に18を乗じたものを減じたもので除して得た額とする。

一　初任給調整手当

二　地域手当

三　特殊勤務手当(月額で定められているものに限る。)

四　特地勤務手当
五　寒冷地手当
六　農林漁業普及指導手当

(特定の職員についての適用除外)

第16条の4　第13条から第15条までの規定は、管理職員には適用しない。

２　第7条の3から第9条まで、第9条の3、第11条の2、第11条の3及び第18条の規定は、再任用職員には適用しない。

 (超過勤務手当等の額の特例)

第16条の5　職員が月額で定められている特殊勤務手当以外の特殊勤務手当(人事委員会の指定するものを除く。)の支給を受ける勤務をした場合において、その勤務が第13条から第15条までに規定する給与の支給対象となるものであるときは、これらの規定による給与の額に人事委員会規則で定める額を加えた額をそれぞれ超過勤務手当、休日給又は夜勤手当として支給する。
給与支給規則

(超過勤務手当、休日給、夜勤手当及び宿日直手当)

第29条の2　条例第13条第1項の人事委員会規則で定める割合は、次の各号に掲げる勤務の区分に応じて、当該各号に定める割合とする。

一　条例第13条第1項第1号に掲げる勤務　100分の125

二　条例第13条第1項第2号に掲げる勤務　100分の135

２　条例第13条第3項の人事委員会規則で定める割合は、100分の25とする。
第30条　条例第14条の人事委員会規則で定める日は、週休日に当たる祝日法による休日の直後の勤務日等(勤務時間条例第10条第1項に規定する勤務日等をいう。以下この条において同じ。)(当該勤務日等が条例第12条に規定する祝日法による休日等若しくは年末年始の休日等又は勤務時間条例第8条の3第1項の規定により割り振られた勤務時間の全部について同項に規定する超勤代休時間を指定された日(以下この項において「休日等」という。)に当たるときは、当該休日等の直後の正規の勤務日等)とする。ただし、職員の勤務時間の割り振りの事情により、任命権者が他の日とすることについて人事委員会の承認を得たときは、その日とする。

２　条例第14条の人事委員会規則で定める割合は、100分の135とする。

第31条　条例第16条の5の人事委員会規則で定める額は、次に掲げる額に、超過勤務手当の支給対象となる勤務で、条例第13条第1項第1号に掲げる勤務(同条第2項に規定する勤務を除く。)にあつては100分の125、同条第1項第2号に掲げる勤務にあつては100分の135(これらの勤務が午後10時から翌日の午前5時までの間である場合は、その割合に100分の25を加算した割合)を、同条第3項に規定する割振り変更前の正規の勤務時間を超えてした勤務にあつては100分の25を、休日給の支給対象となる勤務にあつては100分の135を、夜勤手当の支給対象となる勤務にあつては100分の25をそれぞれ乗じて得た額(その額に1円未満の端数があるときは、これを1円に切り上げた額)に当該超過勤務手当、休日給又は夜勤手当の支給対象となる勤務の勤務時間数(その勤務時間数に、30分未満の端数があるときはこれを切り捨て、30分以上1時間未満の端数があるときはこれを1時間に切り上げた勤務時間数とする。)をそれぞれ乗じて得た額に相当する額とする。

一　日額で定める特殊勤務手当については、その額を1日の勤務時間数(日によつて勤務時間数が異なる場合には1週間当たりにおける1日の平均勤務時間数)で除して得た額(再任用短時間勤務職員にあつては、日額で定める特殊勤務手当の額を7.75で除して得た額)

二　1時間当たりの額で定める特殊勤務手当については、その額

三　1件当たり又は1回当たりの額で定める特殊勤務手当については、給与期間における特殊勤務手当の総額を当該給与期間において当該特殊勤務の作業又は業務に従事した時間数(夜間等特殊業務手当(職員の特殊勤務手当に関する条例(平成13年福島県条例第80号)第21条第1項第1号に規定する場合に支給するものに限る。)にあつては、深夜に従事した時間数)で除して得た額

２　条例第13条第5項に規定する60時間を超えて勤務した全時間(勤務時間条例第8条の3第1項に規定する超勤代休時間を指定された場合において、当該超勤代休時間に当該超勤代休時間を指定された職員が勤務しなかつたときにおける当該超勤代休時間の指定に代えられた超過勤務手当の支給に係る時間を除く。)に係る勤務に対する前項の規定の適用については、同項中「にあつては100分の125、同条第1項第2号に掲げる勤務にあつては100分の135」とあるのは「及び同条第1項第2号に掲げる勤務にあつては100分の150」と、「その割合に100分の25を加算した割合」とあるのは「100分の175」と、「100分の25を、」とあるのは「100分の50を、」とする。

３　条例第16条の5の規定により人事委員会が指定する特殊勤務手当は、夜間等特殊業務手当(職員の特殊勤務手当に関する条例第21条第1項第2号に規定する場合に支給するものに限る。)とする。

第32条　超過勤務手当、休日給、夜勤手当及び宿日直手当は、その月の分を次の月における給料の支給定日に支給する。ただし、特別の事由によりその日に支給することができない場合には、その日後において支給することができる。

２　職員が勤務時間条例第8条の3第1項の規定により指定された超勤代休時間に勤務した場合において支給する当該超勤代休時間の指定に代えられた超過勤務手当の支給に係る超過勤務手当に対する前項の規定の適用については、同項中「次の」とあるのは、「勤務時間条例第8条の3第1項規定により超勤代休時間が指定された日の属する月の次の」とする。

３　超過勤務手当、休日給、夜勤手当及び宿日直手当は、前2項の規定によるほか、給料の支給方法に準じて支給する。

 (端数計算)

第32条の2　条例第15条の3の人事委員会規則で定める1時間未満の端数の取扱いは、次の各号に掲げるとおりとする。

一　条例第12条の規定を適用する場合

30分以上　30分

30分未満　切り捨て

二　条例第13条から第15条までの規定を適用する場合

30分以上　1時間

30分未満　切り捨て
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